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で、肯 走的評価 から舌^ 的評 価 蓉でり

J，26 t な<) 全体 として･拿僅かμ肯定的方剛 こ傾く. R 個々の＝ とソ-  ･ は支に様 々である

が, 同類 のテーマでヽ ･も、自己評価it 青色的方向ヒ否走的方向 に分かれ、それはほヒんどす

べてのヲ ーマl＝当ひa 享') 、評価の万向性 の変ｲとは 終春痢it を魂 とt  るようであ る．＠概
してf  気的評価の瘍合 のエむ・ソ ーりま具体貯であり、肯走的評 価の連合･こ･f遭都としてい

% - 口 り い．虚襄攻系学世と傅ヽ t系零唾め専攻による羞 襲はほとんど見い戯そない．


